
くさつ景観百選選考基準

●選考基準 

①都市

②田園

③自然

④眺望

⑥くらし

⑦建造物

⑧樹木

⑤まちなみ

　建物の連続性や統一感によって、歴史の趣きや良好な沿道景観、または住宅地景観として感じられるか

　人々の、日常または非日常的な生活の場面や情景として感じられるか

分類を考慮して、「くさつ景観百選」として
１ふさわしくない　２あまりふさわしくない　３ふさわしい　４選定すべき

の４段階で評価するものとする。
※選考基準、分類は前回選考時と同じ

　経過年数に関わらず、地域のシンボルとして存在していたり、周囲と調和している建造物であるか

　樹齢や樹種にかかわらず、地域のシンボルとして存在していたり、周囲と調和している樹木であるか

選考するにあたって、以下の基準に沿って百選に選定するかどうかを総合的に判断する。

　都心部の活気や、都市の中の緑や憩い、潤いなど多様な魅力を感じられるか

　田畑の広がりや鎮守の森などともに、人々の営みが感じられるか

　豊かな自然が多く残されていて、地域の人々の親しみや愛着が感じられるか

　つながりと広がりの風景をダイナミックに感じられるか

　
　　　　　　　　分野別応募数　（現在選ばれている数）

　　　　　　　　　　①都市　　　８点　（１６点）　　　　　　　　　　　　⑤まちなみ　　  １点　（１４点）

　　　　　　　　　　②田園　　　０点　（３点）　　　　　　　　　　　　　⑥くらし　　　　　４点　（９点）

　　　　　　　　　　③自然　　　２点　（１９点）　　　　　　　　　　　　⑦建造物　　　 ３点　（２３点）

　　　　　　　　　　④眺望　　　１点　（９点）　　　　　　　　　　　　　⑧樹木　　　　　１点　（７点）


